
秋晴れのもと、子どもたちは元気に校外へと学びの一歩を踏み出しました。３・４年生は社会科見学で「県の防災センター」「博物

館」「松合食品」を訪れました。防災センターでは、災害時の対応を学び、防災の大切さを実感していました。博物館では県の歴史や文化

にふれ、展示物から多くの発見を得ていました。松合食品では、味噌や醤油作りに携わる職人の方々から伝統の技や工夫について丁寧にお

話を伺い、真剣にメモを取る姿が印象的でした。

また、１・２年生はＳＵＮマリンバスに乗り、市内の施設を巡りました。公共交通を利用する中でマナーを学び、「林商店」での買い物

体験では、あいさつやお金の使い方を身につけました。実際に見て、聞いて、感じて学ぶ経験は、教室の学習を豊かに広げます。ご協力く

ださった各事業所の皆さまに感謝申し上げます。子どもたちのいきいきとした笑顔が、学びの充実を物語っていました。

今週末は、６年生が長崎に修学旅行に行きます。

教室を飛び出し 驚きと感動の体験



校長からの言葉

11月は、人権について考える大切な月です。やさしいこ
とばは、だれにでも届けられる魔法のようなもの。困って
いる友だちに『大丈夫？』と声をかけたり、にっこり笑っ
てあいさつしたりするだけで、みんなの心はあたたかくな
ります。ちいさなやさしさが学校を楽しく、安心できる場
所にしてくれます。
自分がしてもらってうれしいことを、まわりの人にもし

てあげれる人になりたいですね。

「やさしいことばは、
だれにでも届けられる魔法のようなもの」

11月4日(火)、人権擁護委員の皆様３名をお

迎えし、４年生を対象に「思いやりの心を育む

人権教育」の授業を行っていただきました。授

業では、「いじめ」をテーマにした学校生活を

描いたＤＶＤをもとに、自分ならどう行動する

かを考える学習活動が行われました。子供たち

は登場人物の気持ちを想像し、自分の言葉や行

動を振り返りながら真剣に話し合っていました。

思いやりや相手を大切にする心について、改め

て考える貴重な機会となりました。

ご指導いただいた人権擁護委員の皆様に心よ

り感謝いたします。

ありがとう フィン先生
今年４月から７か月間、英語をわかりやすく、

そして優しく教えてくださったフィン先生が、惜
しまれつつお別れとなりました。フィン先生は、
子どもたちに心のこもった素敵なイラストを描い
てプレゼントしてくださり、教室をいつも明るく
してくださいました。これからオーストラリアに
帰国され、新しいお仕事に挑戦されるとのことで
す。ご活躍を心からお祈りしています。

トラック＆フィールドディ
上天草市の陸上記録会が8月の大雨の影響で中止と

なりましたが、その代わりに学校で「トラック＆

フィールドディ」を行いました。４・５・６年生が合

同で、玉入れや綱引き、借り物競走などに挑戦し、笑

顔と歓声が校庭にあふれました。全身を使って思いき

り体を動かし、仲間と協力する楽しさを感じることが

できました。記録会が中止となったのは残念でしたが、

子どもたちにとって思い出に残る楽しいひとときとな

りました。

ハロウィンのアレンジメント
６年生を対象に出張フラワーアレンジメント教室

「花育活動」が行われました。地元・大矢野町の「フ

ラワーショップとがお」から栂尾先生をお招きし、大

矢野で育てられた花々や珍しい黄色い植物「フロック

スフェイス」を使って、ハロウィンをテーマにしたア

レンジメントを学びました。児童全員が思い思いの素

敵な作品を作り上げ、花に対する興味がさらに深まっ

た様子でした。花の魅力を実感できる貴重な体験とな

りました。

「丸山様の菊」で華やぐ日々
今年も地域の丸山様が立派な大菊をお持

ちくださいました。廊下や玄関に飾ると、
子どもたちから「わあ、きれい」との声が
あがり、空間が一気に華やぎました。菊の
美しさと地域の温かい支援に感謝しながら、
季節の花に彩られた学校生活の楽しさを感
じるひとときとなりました。

思いやりの心を育む人権教育 ～４年生～


